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第２問 

問１ (a)　弾丸に対して，力積と運動量の関係 

     
 より 

     

 (b)　木片に働く力は，弾性力と，抵抗力なので 

     

 (c)　木片に対する運動方程式 

     

 より，木片は振動中心  を中心とする，角振動数  の単振動とわかるので， 

     

問２ 問１(c)より，木片の速度は 

     

    　  

 より， 　を代入すると，このときの速度  は 

     

 と求まる。この時刻の弾丸も同じ速度になるの
で，弾丸に対しての力積と運動量の関係 

     

 に， 　，  を代入して 

     

問３　木片に対する力積と運動量の関係 

     

 に，問２の  ， 　，  を代入して 

     

問４　 　以降は弾丸，木片は一体となって単振動をする。この単振動は， 

   振動中心 　，角振動数 　 

 であり， 　から　  はこの単振動の半周期にあたる。よって 

   　（上図参照）
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0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410 https://yms.ne.jp/
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